
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源及び制御負荷に接続される端子を備えた複数の端子ブロックと、周囲の外光を利用
して電源に接続される端子と制御負荷に接続される端子との接続の開閉を行う開閉機能ブ
ロックと、端子ブロックと開閉機能ブロックを収容するベース及びカバーと、外光を採り
入れる受光カバーを備えた自動点滅器であって、受光カバーを覆って外光を遮蔽するテス
トカバーをベース及びカバーで構成する器体に保持させ

成ることを
特徴とする自動点滅器。
【請求項２】
　 を特徴とする請求項１記載の
自動点滅器。
【請求項３】
　 を特
徴とする請求項２記載の自動点滅器。
【請求項４】
　 成ることを特徴とする請求 載の自動点滅
器。
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、カバーは、テストカバー及び端
子カバーを共用化した共用部と、ベースもしくは受光カバーに保持されて位置決めする保
持部とから構成し、共用部と保持部は可動可能な部位で接続し、共用部とこれを嵌合保持
する保持部の一方に凸部を他方に凹部を受光部の全周に形成して凹凸嵌合して

共用部と保持部を接続する部位が薄肉部になっていること

薄肉部において共用部を折り返して保持部又は受光カバーに嵌合保持して成ること

共用部に光を透過しないラベルを貼って 項１記



【請求項５】
　 を特徴とする請求項４記載の自動
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、周囲の外光の光量によって電源と制御負荷との接続の開閉を行う自動点滅器に
関し、詳しくは、施工後の確認作業及びメンテナンス作業を容易にしようとする技術に係
るものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来の自動点滅器は、電源及び制御負荷に接続される端子を備えた複数の端子ブロックと
、周囲の外光を利用して電源に接続される端子と制御負荷に接続される端子との接続の開
閉を行う開閉機能ブロックと、端子ブロックと開閉機能ブロックを収容するベース及びカ
バーと、外光を採り入れる受光カバーを備えていて、周囲の外光の光量の検出結果によっ
て、電源に接続される端子と制御負荷に接続される端子との接続の開閉をおこなう構成に
なっている（特開２００１－５３５９７公報などを参照）。
【０００３】
ところで、ベース及びカバーによって構成される器体は全体又は一部が乳白色のカバー部
からなり、このカバー部を受光カバーと兼用する場合があるが、近年の電子式の自動点滅
器では、従来の３６０度の光の検知ではなく、設定された検知範囲に対して受光を行うよ
うに、カバーと受光カバーとを分離して指向性を確保し、これにより耐誤動作性能を向上
させている。
【０００４】
そして、このような従来の自動点滅器は屋外に設置されて使用されるが、例えば自動点滅
器を設置する場合、またはこれを用いた街路灯または道路灯などの蛍光灯を交換するなど
のメンテナンスを行う場合に、光を透過しない袋を作業者が所持していてこれを取り出し
て受光カバーの部分を覆い、外光を遮断した状態で、自動点滅器の動作または蛍光灯など
の点灯の確認がおこなわれている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、街路灯または道路灯などの場合、遮光用の袋を取り出して受光カバーの部分に
被せる作業は、面倒であってメンテナンスの作業性が悪く、また高所での作業としては好
ましいものではない。
【０００６】
本発明は、このような問題に鑑みてなされたものであり、施工後及びメンテナンス時の自
動点滅器の動作または蛍光灯などの点灯の確認作業を容易におこなえる自動点滅器を提供
することを課題とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の発明においては、電源及び制御負荷に接続される端子を備えた複数の端子ブ
ロック１と、周囲の外光を利用して電源に接続される端子と制御負荷に接続される端子と
の接続の開閉を行う開閉機能ブロック２と、端子ブロック１と開閉機能ブロック２を収容
するベース３及びカバー４と、外光を採り入れる受光カバー５を備えた自動点滅器であっ
て、受光カバー５を覆って外光を遮蔽するテストカバー６をベース３及びカバー４で構成
する器体３６に保持させ

ことを特徴とするものである。
【０００８】
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ラベルは仕様を記した銘板であること 点滅器。

、カバー４は、テストカバー６及び端子カバーを共用化した共用
部４ａと、ベース３もしくは受光カバー５に保持されて位置決めする保持部４ｂとから構
成し、共用部４ａと保持部４ｂは可動可能な部位で接続し、共用部４ａとこれを嵌合保持
する保持部４ｂの一方に凸部８を他方に凹部９を受光部の全周に形成して凹凸嵌合してい
る



このような構成によれば、例えば、自動点滅器Ａを設置した後の自動点滅器Ａの作動を確
認する場合、またはこれを用いた街路灯または道路灯などの蛍光灯を交換した後に蛍光灯
などの点灯の確認する場合、テストカバー６は器体３６側に保持させていることから、器
体３６から外したテストカバー６にて受光カバー５を容易に覆うことができ、従来のよう
に、高所において作業者が所持している遮光用の袋を取り出して受光カバーの部分に被せ
て遮光をおこなう作業を省くことができ、高所での作業性及び安全性を確保することがで
きる。
【０００９】
　 おいては、テストカバー６は端子を覆う端子カバーと共用化している
ことを特徴とするものである。このような構成によれば、例えば、端子ブロック１の端子
に電線を接続した後にその接続作業をおこなうためのドライバー挿入孔１１や、端子ねじ
１７等を屋外環境から保護する端子カバーとテストカバー６を共用することができるので
あり、共用によって構成を簡素化し、それでいて、信頼性を向上させるだけでなく、高所
での作業性及び安全性を、一層、高めることができる。
【００１０】
　 おいては、カバー４は、テストカバー６及び端子カバーを共用化した
共用部４ａと、ベース３もしくは受光カバー５に保持されて位置決めする保持部４ｂとか
ら構成し、共用部４ａと保持部４ｂは可動可能な部位で接続していることを特徴とするも
のである。このような構成によれば、可動可能な部位で共用部４ａを可動させることで、
施工時及びメンテナンス時に、端子カバーとテストカバー６とに容易に共用することがで
きる。
　

【００１１】
　請求 おいては、共用部４ａと保持部４ｂを接続する部位が薄肉部７になっている
ことを特徴とするものである。このような構成によれば、薄肉部７で折り曲げることで、
施工時及びメンテナンス時に、端子カバーとテストカバー６とに容易に共用することがで
き、かつ、共用部４ａと保持部４ｂとを一体化でき、安価に製造することができてコスト
を低くできる。
【００１２】
　請求 おいては、薄肉部７において共用部４ａを折り返して保持部４ｂ又は受光カ
バー５に嵌合保持していることを特徴とするものである。このような構成によれば、本体
（自動点滅器）において検知時間遅れ時間がある動作確認時にも共用部４ａが保持部４ｂ
又は受光カバー５に保持されていて作業者がテストカバー６にて受光カバー５を覆う作業
をおこなわないで確認ができ、一層、高所での作業性及び安全性を確保することができる
。
【００１４】
　 おいては、共用部４ａに光を透過しないラベル１０を貼っていることを特徴
とするものである。このような構成によれば、共用部４ａ及び保持部４ｂを例えば合成樹
脂成形品にて形成した場合に、テストカバー６となる共用部４ａに強い外光が照射された
場合にも確実に遮光をおこなうことができ、確認作業を確実におこなうことができる。
【００１５】
　請求 おいては、ラベル１０は仕様を記した銘板であることを特徴とするものであ
る。このような構成によれば、高い遮光機能を得ることができながら、銘板にラベル１０
の機能を発揮させることができてコストを低くできる。
【００１６】
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また、請求項１に

また、請求項１に

また、請求項１においては、共用部４ａとこれを嵌合保持する保持部４ｂの一方に凸部
８を他方に凹部９を受光部の全周に形成して凹凸嵌合していることを特徴とするものであ
る。このような構成によれば、共用部４ａを保持部４ｂにテストカバー６として面同士を
当接して遮光する場合に比べて、受光部としての受光窓１３の全周において凹凸嵌合させ
ることから、共用部４ａをテストカバー６とする場合に受光窓１３の周部に隙間が生じる
ことがなく、テストカバー６の遮光機能を、一層、高めることができる。

項２に

項３に

請求項４に

項５に



【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を説明する。図１は本発明に係る自動点滅器の側断面図である
。図２は正面図である。図３は分解斜視図である。
【００１７】
自動点滅器Ａは、電源及び制御負荷に接続される端子１４を備えた複数の端子ブロック１
…と、周囲の外光を利用して電源に接続される端子１４と制御負荷に接続される端子１４
との接続の開閉を行う開閉機能ブロック２と、端子ブロック１と開閉機能ブロック２を収
容する器体３６としてのベース３及びカバー４と、外光を採り入れる受光カバー５を備え
ている。このような自動点滅器Ａは、例えば、断面Ｌ字状で一端部にねじ孔１５が形成さ
れた板状の取付金具１６を介して、例えば、屋外に取り付けられて使用されるものである
。
【００１８】
端子ブロック１は、端子ねじ１７、これが螺着される板状部１８および端子１４となる端
子板１９により構成され、複数の端子ブロック１の端子１４には、電源および制御負荷に
それぞれ接続されることになる。
【００１９】
開閉機能ブロック２は、実装基板２１、この一の面（前面）に実装される例えば外光の明
るさに応じた電圧を発生する太陽電池からなる光起電力素子２２、および実装基板２１の
他の面に実装されるリレー２３などにより構成される。実装基板２１には、図１に示すよ
うに、端子ブロック１の端子板１９の一端が接続され、電源に接続される端子１４と制御
負荷に接続される端子１４との間には、リレー２３が設けられる。開閉機能ブロック２は
、周囲の外光を利用して、電源に接続される端子１４と制御負荷に接続される端子１４と
の接続の開閉（リレー２３の接点の開閉）をおこなう構成になっている。なお、リレー２
３に代えてスイッチング素子を使用する構成でもよい。
【００２０】
器体３６を構成するベース３は、遮光性で例えば黒色の樹脂により前面に開口３１を有す
る箱状に形成され、複数の端子ブロック１および開閉機能ブロック２を内部に収容するも
のである。図３の例では、ベース３の前面下方には各端子ブロック１を収容する収容室３
９が４室設けられており、各収容室３９の間は隔壁３２で仕切られ、各端子ブロック１が
ベース３の前面下方に絶縁状態で収容保持される。
【００２１】
ベース３の前面上方には、一対の支持部３３および別の支持部３４が形成されている。支
持部３３の前方先端には、実装基板２１に形成された孔２１ａに挿入される突起３３ａが
形成され、一方、支持部３４の前方先端には、実装基板２１に形成された孔２１ｂに挿通
されたねじ具（図示せず）のねじ孔４ａが形成されている。
【００２２】
これにより、突起３３ａが孔２１ａに挿入されて実装基板２１を支持部３３、３４で支持
して、ねじ孔３４ａにおいてねじ具でねじ止めすることで開閉機能ブロック２がベース３
に固定される。
【００２３】
ベース３の後面には、後方に突出する支持部３５が形成され、この支持部３５には、図１
に示すように、取付金具１６の一端部の面と支持部３５の一の面とを合わせた状態で、取
付ねじＳ１を支持部３５に形成したねじ挿通孔３５ａに挿通し、ねじ孔１５にねじ込むこ
とで取付金具１６にベース３をねじ止めするようにしている。
【００２４】
取付金具１６を介してベース３が、例えば、玄関先の壁面または電柱などの所定の取付部
分に取り付けられた状態で、開閉機能ブロック２の光起電力素子２２が外光を受光する受
光方向を、複数の方向のうちのいずれかの方向に固定するための複数の凹部３５ｂ…およ
び凸部１６ｂが、それぞれ支持部３５の一の面および取付金具１６の一端部の面に形成さ
れている。これにより、凸部１６ｂを複数の凹部３５ｂ…のいずれかに凹凸嵌合すれば、
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受光方向を複数の方向のうちのいずれかの方向に指向性を持たせて固定することができる
。
【００２５】
受光カバー５は、透光性で透明の樹脂により後面に開口を有する薄箱状に形成され、ベー
ス３の開口３１を閉塞するものである。なお、受光カバー４の詳細な説明は後述する。
【００２６】
器体３６を構成するカバー４は、遮光性で例えば黒色の樹脂により受光カバー５の前面を
覆う薄箱状に形成され、受光カバー５の前面に取り付けられる。カバー４は、端子ブロッ
ク１…を覆う端子カバーの機能と光起電力素子２２を覆うテストカバー６の機能を共用す
る共用部４ａと、受光カバー５の上半部に保持される保持部４ｂとが、保持部４ｂに対し
て可動可能な部位として折り曲げが可能な薄肉部７にて接続されて構成されている。
【００２７】
カバー４において、開閉機能ブロック２の光起電力素子２２の前方に位置する保持部４ｂ
の中央部には採光窓１３が形成され、共用部４ａの前面中央には採光窓１３の内縁を凹部
９として凹凸嵌合する凸部８を採光窓１３の全周に相当させて形成している。更に、採光
窓１３の上縁中央部には切欠き２４が形成され、共用部４ａの下縁部に爪２５を有する係
止片２６が突設されている。又、図１に示すように、遮光片２７が保持部４ｂの後面の下
端側から後方に突設されている。
【００２８】
これにより、共用部４ａを薄肉部７において折り曲げて略矩形状となった凸部８を矩形状
の採光窓１３の縁部を凹部９として凹凸嵌合させ、更に、係止片２６の爪２５を切欠き２
４の縁に係止し、共用部４ａをテストカバー６として保持部４ｂに重ねて支持するのであ
り、光起電力素子２２に対して好適な遮光が可能になるのである。この場合、凸部８の内
縁が受光カバー５の矩形突部４３の外縁部に係合して、一層、遮光性を高めている。
【００２９】
カバー４の共用部４ａの左右部には、後方に突出する先端外向きの爪を有する左右一対の
掛止突片２８、２８が後方に突設されている。一対の掛止突片２８、２８は、ベース３の
開口縁部内側に形成され側壁に貫通する孔２９に挿通され、孔２９の外側の縁部に先端外
向きの爪が掛止するようになっている。
【００３０】
これにより、カバー４の保持部４ｂの採光窓１３を除いてベース３の開口３１全体を閉塞
することができる。保持部４ｂの側壁内側には突起４０が複数形成されて、受光カバー４
の側壁に形成された受部４２に係合してカバー４が受光カバー５に保持される。
【００３１】
このように、受光カバー５を覆って外光を遮蔽するテストカバー６をカバー４及びベース
３にて構成している器体３６に保持させていることから、例えば、自動点滅器Ａを設置し
た後の自動点滅器Ａの作動を確認する場合、またはこれを用いた街路灯または道路灯など
の蛍光灯を交換した後に蛍光灯などの点灯の確認する場合、テストカバー６にて受光カバ
ー５（採光窓１３）を容易に覆うことができ、高所において作業者が所持している遮光用
の袋を取り出して受光カバー５の部分（採光窓１３）に被せて遮光をおこなう作業を省く
ことができ、高所での作業性及び安全性を確保することができるのである。
【００３２】
次に、受光カバー５について詳述する。受光カバー５の前面中央には、カバー４の遮光片
２７が挿入される溝４１が形成されており、溝４１の下方であって、各端子ブロック１の
ねじ１７の前方に位置する受光カバー４の前面下部には、ドライバーの先端を挿入するた
めのドライバー挿入孔１１が形成されている。ベース３の下側面に半円状の溝３７が形成
されて端子１４に接続される電線が、ベース３の下面側の溝３７から挿入されるようにな
っている。
【００３３】
これにより、カバー５の共用部４ａを薄肉部７で折り曲げて開放した状態で、ドライバー
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の先端をドライバー挿入孔１１に挿通して端子ねじ１７を操作することで、下面側から挿
入した電線の導体線を端子１４に接続することができる。電線の接続後は、共用部４ａを
薄肉部７で折り曲げて掛止突片２８をベース３の孔２９に挿入して爪を係止することで端
子カバーとするものである。
【００３４】
このように、テストカバー６は端子を覆う端子カバーと共用化しているのであり、端子ブ
ロック１の端子１４に電線を接続した後にその接続作業をおこなうためのドライバー挿入
孔１１や、端子ねじ１７等を屋外環境から保護する端子カバーとテストカバー６を共用す
ることができるのであり、共用によって構成を簡素化し、それでいて、信頼性を向上させ
るだけでなく、高所での作業性及び安全性を、一層、高めることができる。
【００３５】
更に、薄肉部７で共用部４ａを折り曲げることで、施工時及びメンテナンス時に、端子カ
バーとテストカバー６とに容易に共用することができるのである。又、共用部４ａと保持
部４ｂとを一体化でき、安価に製造することができてコストを低くできる。しかも、共用
部４ａと保持部４ｂ側の採光窓１３の一方に凸部８を他方に凹部９を採光窓１３の全周に
形成して凹凸嵌合していることから、共用部４ａを保持部４ｂをテストカバー６として面
同士を当接して遮光する場合に比べて、共用部４ａをテストカバー６とする場合に採光窓
１３の周部に隙間が生じることがなく、テストカバー６の遮光機能を、一層、高めること
ができる。
【００３６】
図６に示すように、共用部４ａに光を透過しないラベル１０を貼っているのであり、かつ
、ラベル１０は、自動点滅器Ａの本体仕様や施工時の注意事項のような施工仕様のような
仕様を記した銘板であることから、共用部４ａ及び保持部４ｂを例えば合成樹脂成形品に
て形成した場合に、テストカバー６となる共用部４ａに強い外光が照射された場合にも確
実に遮光をおこなうことができ、確認作業を確実におこなうことができ、かつ、銘板にラ
ベル１０の機能を発揮させることができてコストを低くできるのである。
【００３７】
図８は他の実施の形態を示し、但し、本実施の形態の基本構成は上記実施の形態と共通で
あり、共通する部分には同一の符号を付して説明は省略する。
【００３８】
本実施の形態においては、共用部４ａの係止片２６の爪２５が係止される係止受部２４ａ
を受光カバー５側に形成したものである。
【００３９】
【発明の効果】
　請求項１の発明においては、電源及び制御負荷に接続される端子を備えた複数の端子ブ
ロックと、周囲の外光を利用して電源に接続される端子と制御負荷に接続される端子との
接続の開閉を行う開閉機能ブロックと、端子ブロックと開閉機能ブロックを収容するベー
ス及びカバーと、外光を採り入れる受光カバーを備えた自動点滅器であって、受光カバー
を覆って外光を遮蔽するテストカバーをベース及びカバーにて構成する器体に保持させ

いるから、例えば、自動点滅器を設置した後の自動点滅器の作動を確
認する場合、またはこれを用いた街路灯または道路灯などの蛍光灯を交換した後に蛍光灯
などの点灯の確認する場合、器体から外したテストカバーにて受光カバーを容易に覆うこ
とができ、従来のように、高所において作業者が所持している遮光用の袋を取り出して受
光カバーの部分に被せて遮光をおこなう作業を省くことができ、高所での作業性及び安全
性を確保することができるという利点がある。
【００４０】
　 ストカバーは端子を覆う端子カバーと共用化しているか
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、
カバーは、テストカバー及び端子カバーを共用化した共用部と、ベースもしくは受光カバ
ーに保持されて位置決めする保持部とから構成し、共用部と保持部は可動可能な部位で接
続し、共用部とこれを嵌合保持する保持部の一方に凸部を他方に凹部を受光部の全周に形
成して凹凸嵌合して

また、請求項１においては、テ



ら、例えば、端子ブロックの端子に電線を接続した後にその接続作業をおこなうためのド
ライバー挿入孔や、端子ねじ等を屋外環境から保護する端子カバーとテストカバーを共用
することができるのであり、共用によって構成を簡素化し、それでいて、信頼性を向上さ
せるだけでなく、高所での作業性及び安全性を、一層、高めることができるという利点が
ある。
【００４１】
　 バーは、テストカバー及び端子カバーを共用化した共用
部と、ベースもしくは受光カバーに保持されて位置決めする保持部とから構成し、共用部
と保持部は可動可能な部位で接続しているから、可動可能な部位で共用部を可動させるこ
とで、施工時及びメンテナンス時に、端子カバーとテストカバーとに容易に共用すること
ができるという利点がある。
　

【００４２】
　 効果に加えて、共用部と保持部を接続する部位が薄肉
部になっているから、薄肉部で折り曲げることで、施工時及びメンテナンス時に、端子カ
バーとテストカバーとに容易に共用することができ、かつ、共用部と保持部とを一体化で
き、安価に製造することができてコストを低くできるという利点がある。
【００４３】
　請求 効果に加えて、薄肉部において共用部を折り返して保
持部又は受光カバーに嵌合保持しているから、本体において検知遅れ時間がある動作確認
時にも共用部が保持部又は受光カバーに保持されていて作業者がテストカバーにて受光カ
バーを覆う作業をおこなわないで確認ができ、一層、高所での作業性及び安全性を確保で
きるという利点がある。
【００４５】
　請求 効果に加えて、共用部に光を透過しないラベルを貼っ
ているから、共用部及び保持部を例えば合成樹脂成形品にて形成した場合に、テストカバ
ーとなる共用部に強い外光が照射された場合にも確実に遮光をおこなうことができ、確認
作業を確実におこなうことができるという利点がある。
【００４６】
　請求 効果に加えて、高い遮光機能を得ることができながら
、ラベルは仕様を記した銘板であるから、銘板にラベルの機能を発揮させることができて
コストを低くできるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の一形態を示す側断面図である。
【図２】同上の正面図である。
【図３】同上の分解斜視図である。
【図４】同上の共用部をテストカバーとして使用している側断面図である。
【図５】同上の正面図である。
【図６】同上の部分分解斜視図である。
【図７】同上のテストカバーの嵌合保持状態を示す側断面図である。
【図８】同上の他の実施の形態の側断面図である。
【符号の説明】
１　端子ブロック
２　開閉機能ブロック
３　ベース
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また、請求項１においては、カ

また、請求項１においては、共用部とこれを嵌合保持する保持部の一方に凸部を他方に
凹部を受光窓の全周に形成して凹凸嵌合しているから、共用部を保持部をテストカバーと
して面同士を当接して遮光する場合に比べて、共用部と保持部とを受光窓の全周において
凹凸嵌合させることから、共用部をテストカバーとする場合に受光窓の周部に隙間が生じ
ることがなく、テストカバーの遮光機能を、一層、高めることができるという利点がある
。

請求項２においては、請求項１の

項３においては、請求項２の

項４においては、請求項１の

項５においては、請求項４の



４　カバー
５　受光カバー
６　テストカバー

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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